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物理法則は物質と反物質で対称のはずであるが、我々の住む宇宙はなぜか物質だけ
の世界になっている。この疑問に答えるには、ニュートリノがマヨラナ粒子であって、
粒子と反粒子が結ばれていることを示す必要がある。実験的な検証は現状では唯一
2重ベータ崩壊の観測で可能といえる。2重ベータ崩壊の世界の研究の現状と我々が
進めているCANDLES計画を紹介する
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